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１．地域年金展開事業の概要（1/2）
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地域年金展開事業の主な取組

◆公的年金制度の普及・啓発や国民年金保険料収納の向上等のため、関係機関と連携協力のもと『年金制度説
明会』や『年金セミナー』、『出張年金相談』等を実施します。

◆日本年金機構が取り組む公的年金制度の普及・啓発活動について、都道府県ごとに関係者や有識者からなる
『地域年金事業運営調整会議』を開催し、事業推進の意見や助言を伺います。

１．地域年金展開事業の概要（2/2）

• 公的年金制度の普及・啓発等についての検討や、年金事務所が行う事業への意
見・助言を行うため、学識経験者や関係機関等を委員として都道府県単位で設置。

地域年金事業
運営調整会議

• 年金委員を対象とした研修会の開催や、各種冊子・チラシ等、活動に役立つ情報
を提供。

年金委員
活動支援事業

地域連携事業

• 職員が自治体や民間企業、関係団体等に出向き、事務担当者や従業員向けの年
金制度説明会を実施。

• 市区役所・町村役場の広報誌や行事等を通じ年金制度や日本年金機構が行う事
業の周知、ポスター・チラシの掲示や設置、配付の依頼等。

年金セミナー事業
• 職員が大学や専門学校、高校等に出向き、学生・生徒向けの年金セミナーを実施。
• 大学での年金相談や、学生納付特例制度の申請窓口を開設。ポスター・パンフ
レットの掲示や設置、配付の依頼等。

地域相談事業
• 年金事務所から遠方の地域住民や利便性などのニーズに応えるため、市区役所・
町村役場や大規模商業施設、イベント会場等で、出張年金相談や免除申請窓口を
開設。

《本来の取組内容》

令和8年2月
富山年金事務所
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事業名 取組み内容 具体的な活動

地域連携事業
• 市町村、自治会、事業所、関係機関、関係団体と連

携した年金制度の周知・啓発活動の実施

① 市町村職員担当者向け研修会の実施
② 事業所事務担当者向け研修会の実施
③ ハローワークの離職者説明会での年金制度説明の実施
④ 富山県社会保険労務士会研修会での年金制度説明の実施
⑤ 富山県社会保険委員連合会、富山県内４社会保険委員会との連携

による年金委員研修会等の実施
⑥ 市町村職員担当者向け広報誌「かけはし」の配布
⑦ 制度説明会、研修会についてはWeb会議ツールを最大限に利用

年金セミナー
事業

• 学生、生徒等の若年層を対象とした年金セミナーの

拡充を図る。

大学、短大、専門学校、高等学校等における年金セミナーの実施

および「わたしと年金」エッセイ募集に関する周知活動を実施する。

セミナーの実施にあたっては対面型の他、非対面型（動画視聴）も

実施可能であることを周知し協力を求める。

＜アプローチ実施＞

• 県教育委員会、県学校長会、高等学校長会に対する周知、協力を依

頼する。

• 大学への周知、協力要請を行うとともに、年金制度啓発の取組や資

料等をあわせて案内する。

• 幼稚園・保育園の園児とその保護者、中学生から新社会人までの若

年者に対する周知、協力を依頼する。

地域相談事業

• 地域連携事業（年金制度説明会）と併せて、各年金

事務所において市町村、自治会、大学、事業所、ハ

ローワーク、ジョブカフェ、商業施設等において出

張年金相談を実施する。

① 市町村等における出張年金相談

管内各市町村や商業施設に出張年金相談開催への協力を依頼し、相

談会を実施する。

② 大学等構内における出張年金相談

大学生等を対象とし、学特申請に関する出張年金相談の開催への協

力を依頼し、相談会を実施する。

③ 関係機関・団体との協力連携

外国人への適用・収納対策の一環として、職員向け研修会の実施、

外国人に対する制度説明を行なうための相談会を実施する。

年金委員活動
支援事業

• 年金委員の活動に必要な情報提供を十分に行うとと

もに、関係団体への働きかけを強化し、その委嘱拡

大に努める。

① 年金委員研修の実施

Web会議ツールを最大限利用し、研修会を実施する。

② 電話・文書による勧奨を主体とした委嘱拡大

職域型においては、事業所が他業務で来所する機会も捉えた勧奨・

案内を実施する。

２．令和７年度 事業計画
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【各事業への取組内容と具体的な活動】

令和8年2月
富山年金事務所



３．令和７年度 取組実績（1/27） 令和７年４月～令和８年１月
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

① 市町村・ハローワーク・関係団体等との連携による周知・啓発

⚫ 市町村職員担当者向け研修他、連携事業

（前年度： 14回 65名）

事務所 企業・団体等 内容
実施
回数

参加人
数

富山

富山市役所 担当者への制度説明会 ４回 ２３名

富山市役所本所
および

地区センター

はたちの集いにて、国民年金についての
リーフレット配布

５４か所 ―

富山市役所
「ねんきん月間」「年金の日」に係る周知・広
報依頼（ポスター掲示）

１回 ―

高岡

管内市役所 担当者への制度説明会 ３回 ５名

管内市役所
「ねんきん月間」「年金の日」に係る周知・広
報依頼（ポスター掲示・リーフレット設置）

１回

魚津

管内市町村役場 担当者への制度説明会 ５回 ３０名

管内市町村役場
「ねんきん月間」「年金の日」に係る周知・広
報依頼（ポスター掲示・リーフレット設置）

１回

砺波

管内市役所 担当者への制度説明会 ４回 １６名

管内市役所
「ねんきん月間」「年金の日」に係る周知・広
報依頼（ポスター掲示・リーフレット設置）

1回

管内市役所
および支所

「ねんきんネット」利用促進ポスター配付 １回 ―



３．令和７年度 取組実績（2/27） 令和７年４月～令和８年１月
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

⚫ ハローワークにおける年金制度説明会

（前年度 ：富山・高岡 105回 4,250名）

• 雇用保険説明会における年金制度

説明について、富山年金事務所及

び高岡年金事務所職員が定期的に

ハーローワーク富山及びハロー

ワーク高岡へ出向き、退職後の年

金手続き等の説明を行いました。他

の年金事務所においては、管内ハ

ローワーク職員に協力を依頼し、退

職後の年金手続き等の資料配布を

行っていただいています。

事務所 企業・団体等 内容
実施
回数

参加人数

富山
ハローワーク

富山
雇用保険説明会での制度説明 ５４回 ２，０００名

高岡
ハローワーク

高岡
雇用保険説明会での制度説明 ５８回 １，７４０名



事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

⚫ 税務署との連携

   

【税務署との協力連携】

お客様の利便性の向上や業務効率化のため、オンラインサービスの利用促進に取り組ん

でいます。

マイナンバーカードの普及拡大に伴い、e-TAXをはじめとする各種行政手続きの利用が促

進されているなかでマイナポータルとの連携を税務署と協力して進め、税務署職員へのね

んきんネット操作説明会や確定申告会場において年金事務所職員が赴き、ニーズの高いお

客様へ直接操作説明を行うなど積極的なアプローチを行いました。

 

３．令和７年度 取組実績（3/27） 令和７年４月～令和８年１月
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令和8年2月
富山年金事務所

事務所 企業・団体等 内容
実施
回数

参加
人数

富山 富山税務署

個人向けオンラインサービスの利用促
進に係る周知・広報依頼

１回 ３名

個人向けオンラインサービスの説明会
実施（税務署職員向け）

３回 ４３名

確定申告会場における個人向けオン
ラインサービスの勧奨

２月実施
予定

―

高岡 高岡税務署

個人向けオンラインサービスの利用促
進に係る周知・広報依頼

１回 １３名

個人向けオンラインサービスの説明会
実施（税務署職員向け）

１回 ９６名

魚津 魚津税務署 ― ― ―

砺波 砺波税務署
個人向けオンラインサービスの説明会
実施（税務署職員向け）

１回 ６名



３．令和７年度 取組実績（4/27） 令和７年４月～令和８年１月
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

⚫ その他関係団体等との連携

（前年度： 1回 58名 うち、ご夫婦での参加は13組）

（※うち、ご夫婦での参加は15組）

【シニアライフセミナーについて】

老後のライフプランや生きがいについて考えていただくための「年金シニアライフセミ

ナー」を例年どおり実施しました。

令和６年度からは富山会場のみでの開催となりましたが、参加対象者を従業員とその配

偶者の方に拡大したところ、参加者数は年々着実に増加しており、大変好評をいただいて

います。

セミナーは「年金制度説明」と「ライフプランと生きがいについて」の二部構成で実施

し、「ライフプランと生きがいについて」では、６０歳以後の年金額調整の仕組みに合わ

せて、健康とお金についての心配事や生きがいについての講義を行ったところ、アンケー

ト結果でも、「大変参考となった」という意見が多数を占め、次年度以降も継続して取り

組んでいくこととしています。

 

事務所 企業・団体等
実施
回数

参加
人数

富山・魚津
高岡・砺波

全国社会保険
委員会連合会

富山電気
ビルデイング

年金シニアライフセミナー
にて年金制度説明 １回 ※６０名

【年金シニアライフセミナー】



３．令和７年度 取組実績（5/27） 令和７年４月～令和８年１月
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

② 年金委員を活用しての周知・啓発 （前年度 ：20回 延べ4,437名）

（13回 延べ3,626名）

③ 市町村担当者向け情報紙「かけはし」を自治体等へ配布 （5・7・9・11・1・3月 隔月発行）

• 各年金事務所より年金制度関連事務に関する情報誌「かけはし」を管内市町村へ送付すること

により制度改正等の情報提供を行っています。

• 情報誌「かけはし」は機構本部各部からの情報を掲載しており、国民年金保険料や年金給付に

関する手続き、届出申請書類の記載方法等を詳細に掲載しています。また、各地域の独自情

報を掲載するページもあり、市町村担当者へ必要な情報を定期的に提供できるよう工夫を行い、

情報発信に努めています。

 

事務所 企業・団体等 内容 実施回数 対象等人数
（のべ）

富山
職域型・地域型
年金委員

各種事業にて制度周知依頼 ５回 １，４４１名

高岡
職域型・地域型
年金委員

各種事業にて制度周知依頼 ４回 １，１３８名

魚津
職域型・地域型
年金委員

各種事業にて制度周知依頼 １回 ３８１名

砺波
職域型・地域型
年金委員

各種事業にて制度周知依頼 ３回 ６６６名



３．令和７年度 取組実績（6/27） 令和７年４月～令和８年１月
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

④ 事業所に対する制度説明会

● 社労士会への年金制度説明会

（前年度： 4回 146名）

（3回 188名）

●  事業所に対する制度説明会の実施

（前年度： 9回 536名）

 （９回 ７９名）

（8回 690名）

 

【社会保険制度説明会】

事務所 内容
実施
回数

参加人数

富山 社会保険制度説明会（算定基礎届事務説明会） ３回 ２８１名

高岡 社会保険制度説明会（算定基礎届事務説明会） ２回 ２６１名

魚津 社会保険制度説明会（算定基礎届事務説明会） ２回 ８０名

砺波 社会保険制度説明会（算定基礎届事務説明会） １回 ６８名

事務所 内容
実施
回数

参加人数

富山
年金制度説明会開催
（富山県社会保険労務士会より対面と動画配信）

１回 １３４名

高岡 年金制度説明会開催 １回 ４０名

魚津 ― ― ―

砺波 年金制度説明会開催 １回 １４名



３．令和７年度 取組実績（7/27） 令和７年４月～令和８年１月
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

● 新規適用事業所説明会（オンライン）実施

本年度も昨年度に引き続き、オンラインでの説明会については県内事務所合同で開催し
ました。（令和５年度までは各年金事務所において開催）

開催月は、５月・８月・１１月・２月とし、講師は各年金事務所で輪番制としました。

なお、WEB会議サービス（Microsoft Teams）を使用していることから、全国健康保険協
会富山支部（以下「協会けんぽ」という。）においては、各年金事務所へ出向くことなく
、協会けんぽ内からオンライン参加しています。

次年度に向けて、アンケート結果を参考に改善できるところは改善し、より良いものに
なるよう対応していきます。

【令和7年4月～令和8年1月 新規適用事業所説明会 参加事業所数】

 

開催事務所 開催月 参加事業所数

富山 ５月 ４３

高岡 ８月 １９

魚津 １１月 ７

砺波
２月２５日
（予定）



地域連携事業

●新規適用事業所説明会（オンライン）実施について
■アンケート結果

３．令和７年度 取組実績（8/27） 令和７年４月～令和８年１月
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令和8年2月
富山年金事務所

7.1%

85.7%

0.0%

説明時間について

長い

ちょうど良い

短い
50.0%

14.3%

21.4%

7.1% 0.0%

資料の内容について

とてもわかりやすい

わかりやすい

普通

少し分かりにくい

分かりにくい

42.9%

21.4%

14.3%

14.3% 0.0%

講師の説明

とてもわかりやすい

わかりやすい

普通

少し分かりにくい

分かりにくい

64.3%

14.3%

14.3%

7.1%

音声について

聞き（見）やすい

普通

聞き（見）にくい

その他

42.9%

42.9%

7.1%
0.0%

映像について

聞き（見）やすい

普通

聞き（見）にくい

その他

● 賞与の計算方法を知ることができてよかったです。

● オンライン形式でよかった。内容もよくわかった。

● 一方通行の説明であれば、Youtubeの動画であれば

いつでも見れるので助かる。

● 入室開始から説明開始の間に音楽を流すと参加者側の

スピーカーチェックにもなると思う。

● 聞こえるかどうかテストして欲しかった。聞こえなかった。

● アンケートもGoogleフォームなどのほうが入力しやすい。

● 協会けんぽの説明時、資料共有をして説明してほしかった。

ご意見・ご感想



３．令和７年度 取組実績（9/27） 令和７年４月～令和８年１月
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域連携事業

⑤ メディアを活用しての制度周知

⚫ 魚津年金事務所において、FMラジオと連携し、年金制度について周知

取材日 テーマ

11月5日 • ねんきん月間、年金の日、ねんきんネット等オンラインサービスについて

11月12日 • ねんきんエッセイについて

11月19日 • 国民年金制度、電子申請について

11月26日 • 年金給付、個人向けオンラインサービスについて



事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

① 教育機関・関係団体等における年金セミナーの実施及び「わたしと年金」エッセイ募

集に関する周知活動

○ 年金セミナー・エッセイアプローチ状況（1/3）

富山県高等学校校長会及び中学校校長会主催の研修会において、年金セミナーの実施及

びエッセイ募集の協力依頼を行いました。

また、富山県立図書館及び富山市立図書館において、エッセイ募集のポスター及びリー

フレットを掲示していただきました。
14

令和8年2月
富山年金事務所

事務所 対象 対象数 取組内容 実施対象数
実施回数
（のべ）

富山

富山県教育委員会 １ 訪問にて依頼 1 １回

富山市教育委員会 １ 訪問にて依頼 １ １回

富山県高等学校校長会 １ 訪問にて依頼 １ １回

富山県中学校校長会 １ 訪問にて依頼 １ １回

大学・短大 ３校 文書にて依頼 ３校 ３回

専門学校 １７校 文書にて依頼 １７校 １７回

支援学校 ７校 文書にて依頼 ７校 ７回

高等学校 ２０校 文書にて依頼 ２０校 ２０回

中学校 ２７校 文書にて依頼 ２７校 ２７回

富山市役所 １ 訪問にて依頼 １ １回

富山県立図書館 １ 訪問にて依頼 １ １回

富山市立図書館 １ 訪問にて依頼 １ １回

関係団体等 ３ 訪問にて依頼 ３ ３回

３．令和７年度 取組実績（10/27） 令和７年４月～令和８年１月



15

令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○ 年金セミナー・エッセイアプローチ状況（2/3）

事務所 対象 対象数 取組内容 実施対象数
実施回数
（のべ）

高岡

管内市町村 ３ 文書にて依頼 ３ ３回

大学・短大 ３校 文書にて依頼 ３校 ９回

専門学校 ３校 文書にて依頼 ３校 ７回

支援学校 ２校 ― ― ―

高等学校 １４校 文書にて依頼 １４校 ３８回

中学校 ２３校 文書にて依頼 ２３校 ６３回

魚津

管内市町村 ８ 文書にて依頼 ８ ８回

管内教育委員会 ８ 文書にて依頼 ８ ８回

管内図書館 ９ 文書にて依頼 ９ ９回

大学・短大 １校
文書にて依頼 １校 ２回

電話にて依頼 １校 ２回

専門学校 １校 文書にて依頼 １校 ２回

高等学校 ９校
文書にて依頼 ９校 １８回

電話にて依頼 ３校 １３回

中学校 １２校 文書にて依頼 １２校 １２回

３．令和７年度 取組実績（11/27）  令和７年４月～令和８年１月
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○ 年金セミナー・エッセイアプローチ状況（3/3）

○ 年金セミナー実施（1/2）

【年金セミナー内容の充実】

アンケート結果から、年金セミナー実

施前は年金に対するイメージが「とて

も良い」「まあ良い」と感じていた学生

は40.3％にとどまっていましたが、セミ

ナー実施後は87.5％に大きく増加する

結果となりました。

（前年度は「38.3％」から「82.8％」）

年金セミナーにより年金制度への理

解や不安の解消につながったと考え

ており、今後も実施対象の拡充や説

明内容の充実など更なる改善を進め

ます。

【年金セミナー】

事務所 対象 対象数 取組内容 実施対象数
実施回数
（のべ）

砺波

専門学校 １校 文書にて依頼 １校 １回

支援学校 ２校 ― ― ―

高等学校 ７校
文書にて依頼 ７校 １８回

電話にて依頼 １校 １回

中学校 １３校 文書にて依頼 １３校 １３回

３．令和７年度 取組実績（12/27） 令和７年４月～令和８年１月

事務所 対象 対象数 実施方法 受講者数 予定等

富山

大学・短大 １校 対面 １３０名 ―

専門学校

３校 対面 １０３名

１校 動画視聴 ７９名 ３月実施１校

高等学校

２校 対面 ３１０名
２月実施１校
（159名）

１校 動画視聴 ２２３名
２月実施１校
（47名）

企業・関係団体
（新入社員向け含む）

３ 対面 ２８名 ―



事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○ 年金セミナー実施（2/2）

（前年度実績） 大学・短大 ２校 専門学校 ６校 支援学校 ０校

高等学校  ７校 中学校 １校

【年金セミナーの講師育成】
若手職員を中心に講師育成に努

めています。令和７年度も、昨年
度に引き続き大曽根年金事務所に
おいて、中部地域部管内の新入構
員が集合し、年金セミナーの練習
を行いました。
また、互いの説明手法や資料の

活用方法を共有し、年金セミナー
の品質向上を図ることを目的とし
て「年金セミナー王決定戦」を開
催しています。
今年度のテーマは「中学生向け」
とし富山県と石川県で県予選を合
同で実施し新たな発想を取り入れ
る契機として講師の育成に努めて
います。
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令和8年2月
富山年金事務所

事務所 対象 対象数 実施方法 受講者数 予定等

高岡

大学 １校 対面 ６名 ―

専門学校 １校 DVD視聴 １６名
３月実施
１校

高等学校 ２校 DVD視聴 ５１名
２月実施
１校

２０歳向け ― 対面 ９名 ―

中学校 １校 DVD視聴 ９１名 ―

魚津

大学・短大 ― ― ―
２月実施
１校

専門学校 ― ― ―
２月実施
１校

高等学校 ２校
対面 ６６名

DVD視聴 ８２名

企業・関係団体
（新入社員向け含む）

１ 対面 １０名

２０歳向け ― 対面 １０名

砺波 高校 ― ― ―
２月実施３校
未定１校

３．令和７年度 取組実績（13/27） 令和７年４月～令和８年１月

【年金セミナー内容の工夫】
富山大学では、教授の協力により、講義の一環として年金セミナーを継続しています。

実際にライフイベントシミュレーションや６５歳になったときの暮らしを想像し、生活費などをご
自身で考えていただくことで公的年金制度の必要性を理解していただくような参加型のセミナー
も実施しました。
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○ 「わたしと年金」エッセイ募集

日本年金機構では、今年度も自身やご家族などの身近な方と、公的年金制度との関わりや
考えなどをテーマに、「わたしと年金」エッセイの募集を令和７年６月２日から令和７年９
月８日の間に行い、全国１，９８７件の応募の中から受賞者が決定しました。

・賞…厚生労働大臣賞、日本年金機構理事長賞、優秀賞、入選

賞状の授与並びに記念品を贈呈します

【全国の応募状況】 【富山県の応募状況】

〇 募集結果

継続した周知活動の結果により、中学生２名、一般２名の計４名の応募がありました。

また、応募があった中学校へ訪問し、学校及び生徒２名に感謝状を授与しました。

引き続きエッセイへの応募を広く生徒の皆様に呼びかけていただくようにあわせて協力を

お願いしました。

応募件数を増やすため、各教育委

員会や校長会に引き続きの訪問、依

頼や富山県政記者クラブへの投げ込

み等を行っていきます。

また、年金セミナーにおいてもエッセ

イ応募について周知を行っています。

３．令和７年度 取組実績（14/27） 令和７年４月～令和８年１月

年度 一般 学生 計

３年度 ７０ １，５２６ １，５９６

４年度 ８９ １，９１９ ２，００８

５年度 ８０ １，５２９ １，６０９

６年度 ６７ １，４２２ １，４８９

７年度 １１３ １，８７４ １，９８７

年度 応募者数

３年度 １名（学生）

４年度 ３名（学生）

５年度 ０名

６年度 ０名

７年度 ４名（内学生２名）
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 受賞作品紹介

年金セミナー

事業

３．令和７年度 取組実績（15/27） 令和７年４月～令和８年１月

「わたしと年金」エッセイ （令和７年度 受賞作品紹介）

厚生労働大臣賞 広島県 上廣 彩花 様（高校生）

父がお金になってしまった。 

そんなふうに思ったのは、去年の冬、父が亡くなって一ヶ月程たった頃。母と共に、年金事務所で「遺族年金」

を申請したときだった。

私の父は、癌を患っていた。入退院を繰り返しながら、ずっと治療を続けていた。父は、自分の仕事に誇りを

持っていたのだと思う。体調が悪くても、薬を飲み続け「大丈夫」と言って、仕事に復帰しようとしていた。そん

な父の想いと、私たち家族の願いもむなしく、病状は悪化する一方だった。 

そして、再度体調が悪くなって入院をしていたある日、突然意識を失って、そのまま目を覚ますことはなかった。 

最後のとき、病室には母と姉と私の三人がいた。父は、私の呼びかけにも、母や姉の声にも、応えてくれなかっ

た。まだ生きていてほしいと、みんながそう言ったのに、その想いは届かないまま、父は静かに旅立ってしまった。 

父が入院してから、家族の生活は大きく変わった。母も姉も、父の容態がいつ悪くなってもすぐ駆けつけられる

ようにと、仕事を休んでいた。その後、父がいなくなった喪失感と、張りつめていた日々の疲れがどっと詰めかけ

てきたのか、私たちは皆、かなり落ち込んでしまった。とても、すぐに働けるような状態ではなかった。
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 受賞作品紹介

年金セミナー

事業

３．令和７年度 取組実績（16/27） 令和７年４月～令和８年１月

それでも、葬儀の後は、現実が一気に押し寄せてきた。生活費、光熱費、食費、学費。生きるためには、

思っている以上にたくさんのお金がかかった。私たちは、ただ不安に押しつぶされているだけではいられな

かった。そんなときに頼ることになったのが、遺族年金だった。

正直、今までは、年金なんて遠い将来にもらうものだと思っていた。厚生年金や国民年金があるのだと学

校で習ったけれど、どこか他人事のように感じていた。しかし、年金事務所の窓口で必要書類を出し、遺族

年金について説明されたとき、私は現実に引き戻された。 

父がお金になってしまった。そんな思いが、ふと胸をよぎった。まだぬくもりの残る記憶の中の父が、書

類で金額に変わってしまうような気がして、なんとも言えない気持ちになった。お金なんかいらないから、

父が帰ってきてほしい。そう思った。

しかし、それは父が生きていた証だった。ずっと家族のために働いて、まじめに年金を納め続けてきたか

らこそ、その想いが遺族年金という形で残ったのだと、あとになって気付いた。 

母は、父がいなくなったことを悲しみながらも、それでも懸命に手続きをこなしていた。何枚もの書類に

目を通し、役所に行き、電話をかけ、必要な証明を揃えていった。葬儀の途中、泣いていた母。私は母が泣

くところを父の葬儀以外で見たことがなかった。涙をこらえながら、それでも前をむこうとして行動を起こ

していた母の姿は、今でも忘れられない。

年金は、ただのお金ではない。父が私たち家族に遺してくれた、大きな愛情だったのだと、私はそう思う。

生きている間だけでなく、いなくなってからも、家族を守ってくれるもの。それが年金という制度の持つ、

本当の意味なのだと、私は身をもって知った。
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 受賞作品紹介

年金セミナー

事業

３．令和７年度 取組実績（17/27） 令和７年４月～令和８年１月

これから私は、大人になって、社会に出て、働くようになる。そして、いずれ、年金を納める立場になる。

昔の私だったら「どうせもらえないのに」や「損してる」と思っていたかもしれない。でも、今は違う。

そのお金がいつかどこかで、誰かの支えになるかもしれない。もしかしたら、私のように突然家族を失って、

不安でたまらない思いをしている誰かの、救いになるかもしれない。そう思えたのは、父が遺族年金という

形で、私たちに年金について教えてくれたからだ。 

お金になったのではなく、想いとして、父は今も私たちと一緒に生きている。そのことを、私はこれから

も忘れず、前をむいて進んでいきたい。
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金セミナー

事業

○「こども絵画展」と保育園児等とその保護者を対象とした取組

公的年金制度を身近に感じていただくとともに地域に愛され親しまれる年金事務所になる
ことを目的とし、「家族で年金を考えてみる（世代間の支えあい）」をテーマとして、ねん
きん月間に年金事務所お客様待合スペースにおいて「こども絵画展」を開催しました。

あわせて保育園児等とその保護者を対象に年金セミナーを開催しました。

【実施状況】

【こども絵画展（富山年金事務所）】

事前準備や日程調整不足等により

限定的な実施となったため、早期

の依頼を行うなど計画的に取組ん

でいきます。

【感謝状・記念品贈呈】

３．令和７年度 取組実績（18/27） 令和７年４月～令和８年１月

事務所 絵画展実施期間 年金セミナー

富山 令和７年１１月４日 から 令和７年１２月１２日 なし

高岡 令和７年１１月４日 から 令和７年１２月 ５日 なし

魚津 令和７年１１月４日 から 令和７年１１月３０日 あり（１名）

砺波 なし なし
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域相談事業

① 市町村等における出張年金相談

○ 市町村連携による相談会（1/2）

 遠方で年金事務所等へお越しいただくことが困難なお客様のために、富山県社会保険労務

士会の協力を得ながら県内各所で出張年金相談を開催しています。

１月末までに計画どおり１２０回の出

張相談を実施することができました。相

談参加人数は、６７１名でした。

なお、令和８年度においては、受給対

象者数増加のため、市町村と調整した

結果、令和７年度と同様に開催予定で

す。

事務所 開催地 開催場所 実施回数 参加人数

富山 富山市

大久保ふれあいセンター １０回 ４９名

八尾行政サービスセンター １０回 ５１名

婦中行政サービスセンター １０回 ４１名

高岡 氷見市 氷見市役所 １０回 ４８名

魚津

朝日町 朝日町役場 １０回 ６４名

入善町 入善町役場 １０回 ６９名

上市町 上市働く婦人の家 １０回 ７７名

立山町 立山町元気交流センター １０回 ６３名

滑川市 滑川市役所 １０回 ６１名

３．令和７年度 取組実績（19/27） 令和７年４月～令和８年１月
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

地域相談事業

○ 市町村連携による相談会（2/2）

② 大学等構内における出張年金相談

    大学構内にて、学生へパンフレット配布と学生向け相談コーナー（学生納付特例申請書の

 受付窓口）を開設しました。

（前年度： ３校 １４名）

大学等構内での相談窓口設置にお

いては、事前に富山県内の大学や専

修学校に対し学生納付特例制度及び

納付相談会のポスター・リーフレッ

トの設置依頼を行いました。

事務所 開催地 開催場所 実施回数 参加人数

砺波

小矢部市 小矢部市役所 １０回 ４２名

南砺市
城端市民センター １０回 ４８名

福光市民センター １０回 ５８名

３．令和７年度 取組実績（20/27） 令和７年４月～令和８年１月

事務所 開催日 開催場所 参加人数

富山
令和７年１１月１８日 富山大学 ７名

令和８年１月３０日 富山大学 ４名

高岡 令和７年１１月１８日 富山県立大学 ６名

魚津 令和８年２月１８日（予定） 北陸職業能力開発大学校 （予定）



事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

① 年金委員への研修、情報提供

●  富山県内地域型年金委員研修会の開催（令和７年６月）（令和８年２月予定）

●  地域型年金委員地区連絡会の開催

【地域型年金委員研修会】

富山、高岡、魚津、砺波の各年金事務所会議室の会場参加に加え、オンライン参加
により研修会を開催しました。(富山が中心となり高岡、魚津、砺波の４事務所が
連携のうえ実施。)

年金委員からは、引き続きオンラインによる研修を求める声もあることから、次年度以降
も引き続き実施していきます。

【令和７年６月 内容】
①国民年金関係の近況と富山県の現状
②年金の手続きについて

【令和８年２月 内容】
①外国人に係る年金制度
②「ねんきんネット」の概要
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令和8年2月
富山年金事務所３．令和７年度 取組実績（21/27） 令和７年４月～令和８年１月

事務所 参加人数（６月）
※オンライン含む

富山 １０名

高岡 ８名

魚津 ４名

砺波 ２名

県内を富山地区、魚津地区、高岡・砺波合同地区に分け、地区それぞれで連絡
会を開催し、地域型年金委員と今後の取組等についての意見交換等を行いまし
た。例年、研修会と同日に半期に一度開催することとしており、今年度におい
ては、令和７年６月、令和８年２月に開催しました。
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 全国年金委員研修会の開催（令和８年１月１９日・２０日開催）

３．令和７年度 取組実績（22/27） 令和７年４月～令和８年１月

事務所
地域型
参加人数

職域型
参加人数

富山 １１名 ２名

高岡 １２名 ―

魚津 １１名 ―

砺波 ６名 ―

日本年金機構本部よりＴＶ会議システムを利用して、各年金事務所に参集し開催す
る方式と各都道府県代表の年金委員が東京に参集（職域型1名、地域型1名）して受
講する２つの方式で実施しました。

【内容】
●１日目
・年金制度改正等の概要について（厚生労働省）
・日本年金機構の事業等に関する説明

①年金制度改正の実務と留意点
②在職老齢年金と遺族年金
③オンラインサービスの推進
④国民年金に係る制度周知

●２日目
・外部講師による講演「変わりゆく日本の社会・経済と今回の年金制度改正」
・年金委員活動について

【各年金事務所での参加人数】※人数は２日間の延べ人数
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 地域型年金委員へ情報誌「年金委員だより」の送付

３．令和７年度 取組実績（23/27） 令和７年４月～令和８年１月

事務所 送付月 掲載記事

富山

高岡

魚津

砺波

令和７年
５月

（春号）

・令和７年４月からの国民年金保険料について
・令和６年４月分（６月支払）からの年金額について
・年金の受取機関変更の手続きはスマートフォンで電子申
請をご利用ください
・多言語パンフレット、動画について
・出張相談所開設のご案内（事前予約制）

令和７年
８月

（夏号）

・戸籍等に記載される氏名の振り仮名を変更する方へ
・年金請求手続きにおける公金受取口座の登録意思確認
・令和７年度「わたしと年金」エッセイ募集中
・簡単便利な「ねんきんネット」のご案内

令和７年
１１月
（秋号）

・１１月は「ねんきん月間」、１１月３０日（いいみら
い）は「年金の日」です！
・「ねんきん月間」「年金の日」の主な活動内容
・「令和７年分社会保険料（国民年金保険料）控除証明
書」を送付します
・ねんきんネットで年金相談ができます！
・出張相談所開設のご案内（事前予約制）

令和８年
２月

（冬号）

・「令和７年分公的年金等の源泉徴収票」の送付について
・令和７年度「わたしと年金」エッセイ審査結果について
・ねんきんネットで年金相談ができます！

各年金事務所より、地域型年金委員のみなさまへ「年金委員だより」を年４回送付し
ています。
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 職域型年金委員への研修会等 ①

※オンラインによる県内合同研修、全国年金委員研修を除く

次年度においても、職域型年金委員

の意見や要望を参考に、活動支援を

行っていきます。

３．令和７年度 取組実績（24/27） 令和７年４月～令和８年１月

事務所 内容等 回数
人数
（のべ）

富山

職域型年金委員研修 １回 ５名

社会保険事務参考図書の送付 １回 ５６６名

高岡 職域型年金委員研修 １回 ５６名

魚津 職域型年金委員研修 ２回 ６９名

砺波 職域型年金委員研修 ３回 ６０名

各年金事務所では、職域型年金委員の方に対して、研修会や参考図書の送付を行い、
活動支援を行っています。



３．令和７年度 取組実績（25/27） 令和７年４月～令和８年１月
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 職域型年金委員への研修会等 ② （オンライン研修）

【健康づくりセミナー】（協会けんぽ富山支部主催）

【富山県内合同研修会】（富山県内社会保険委員会主催）

※各セミナーにおいては、富山が中心となり高岡、魚津、砺波の４事務所が連携のうえ実施。

９月に開催された協会けんぽ富山支

部の健康づくりセミナー内にて外国人

の適用・電子申請について説明を行い

ました。本セミナーにおいては、県内社

会保険委員会とも連携し実施しました。

また、２月は県内社会保険委員会、協

会けんぽ富山支部及び富山労働局と

連携のうえ、会場参加、オンライン及び

動画視聴の３種類の参加方法による研

修会を行いました。

オンライン及び動画視聴については、

申込者が多く、今後も継続して実施して

いきます。

事務所 参加方法・内容等
実施
回数

参加人数

富山
高岡
魚津
砺波

・富山県総合情報
センター（会場）

・オンライン
・アーカイブ視聴

①オンラインサービスについて
②外国人を雇用する企業への周知
事項について

１回
（９月）

１５７名

事務所 参加方法・内容等
実施
回数

参加人数

富山
高岡
魚津
砺波

・富山県総合情報
センター（会場）

・オンライン
・アーカイブ視聴
（動画視聴）

①外国人に係る年金制度について
②電子申請について

１回
（２月）

２４９名

今年度も、県内４年金事務所合同にて、会場参加・オンライン及び動画視聴の３種
類の参加方法により研修会を開催することができました。開催にあたっては、協会
けんぽ富山支部や富山労働局とも連携し、幅広く社会保険や健康に関するテーマを
取り上げており、今後も継続して開催する予定です。
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令和8年2月
富山年金事務所

事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

● 年金委員大会

    

【年金委員表彰者数】

・厚生労働大臣表彰・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１名

・日本年金機構理事長表彰・・・・・・・・・・・・・４名

・日本年金機構理事表彰・・・・・・・・・・・・・・１０名

・富山県社会保険委員会連合会長表彰・・１２名

昨年度に引き続き、表彰式と記念講

演の２部構成として開催しました。

表彰式の実施は、年金委員のモチ

ベーションに非常に有効であるため、

次年度も引続き、協会けんぽ富山支

部、富山県社会保険委員会連合会と

連携のうえ、開催の予定です。

３．令和７年度 取組実績（26/27） 令和７年４月～令和８年１月

令和７年１１月２１日（金）「ボルファートとやま」において、協会けんぽ富山支
部、富山県社会保険委員会連合会と連携のうえ、富山県年金委員・健康保険委員大
会を開催し、年金事業の推進・発展のためご尽力いただいた年金委員の方々の功績
を称え、厚生労働大臣・日本年金機構理事長・日本年金機構理事、富山県社会保険
委員会連合会長表彰を行いました。表彰式後は、認定特定非営利活動法人 北陸青
少年自立援助センター 川又 佳子様より「田んぼの真ん中 はぐれ雲」と題し講
演をいただきました。



事業名 実施した事項
実施できなかった事項（理由）

課題・次年度に向けた改善点

年金委員活動

支援事業

② 年金委員の委嘱拡大 【富山県の現況（前年同月比）】

※令和8年1月

職域型 2,057人（前年2,076人）

▲19人

地域型  87人（前年73人）

14人

富山県全体として年金委員の委嘱

数の減少傾向が続いています。

年金委員委嘱数拡大の対策として、

令和６年１０月以降、未設置の事

業所に対し、文書や電話による委

嘱勧奨を行っており、委嘱件数増

加に向け今後も継続して委嘱勧奨

を行います。

また、協会けんぽ富山支部協力の

もと、健康保険委員のみ設置の事

業所への案内も継続して取り組ん

でいきます。
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令和8年2月
富山年金事務所３．令和７年度 取組実績（27/27） 令和７年４月～令和８年１月

事務所 区分 勧奨内容
対象者
（のべ）

回数
（のべ）

結果

富山

新規 職域型 文書による委嘱勧奨
１００
事業所

１回 １名

新規 地域型
文書による委嘱勧奨 ５８名 １回 １名

対面による委嘱勧奨 ９名 １回 ７名

高岡
新規 職域型 文書による委嘱勧奨

２６５
事業所

２回 ３名

新規 地域型 電話による委嘱勧奨 ６名 ２回 ４名

魚津

新規 職域型 文書による委嘱勧奨
２１７
事業所

５回 ３名

新規 地域型
対面による委嘱勧奨 ３名 １回

６名
電話による委嘱勧奨 ３名 １回

砺波

新規 職域型 電話による委嘱勧奨
２０

事業所
１回 １名

新規 地域型
文書による委嘱勧奨

１５名
１回

１名
電話による委嘱勧奨 ２回

各年金事務所では、職域型年金委員を退職等で辞退された方や、社会保険労務士、市町村
職員（民生委員含む）や教育機関職員（いずれもOB含む）等を対象に、文書や電話で地域型

年金委員の委嘱について協力をお願いしています。また、新規適用事業所や健康保険委員の
み設置の事業所等へ職域型年金委員の推薦依頼を行い委嘱拡大に取り組みました。



４．これまでの会議における意見及び課題への対応（1/2）

32

  令和8年2月
富山年金事務所

開催回 事業名 意見・課題事項 対応状況

第６回 地域相談事業

自宅に届いた学生納付特例申請書の案内が放置され
るケースも多いと思われるため、大学構内に年金窓
口を開設し、手続き等をできるよう取組むことで学
生の年金に対する意識が向上するのではないか。

【対応完了】
富山県においては、国際大学と青池学園が学生納付特例事
務法人（厚生労働大臣の指定を受けた学校等）となってい
る。
また、学生納付特例事務法人の設置のみならず、富山県内
の大学および専門学校に対し、学生納付特例のポスター掲
示や外国人向けのリーフレットも含むチラシ等の設置を依
頼し、大学構内において年金セミナー及び納付相談会も実
施している。

第８回
年金セミナー

事業

大学進学に向けた動きが大きくなる前の１年生２年
生を対象とした普通科高校へのセミナー普及および
特別支援学校の保護者向けのセミナーに取り組んで
もらいたい。

【対応完了】
高等学校の普通科においては、受験前は１～２年生を中心
に年金セミナーの勧奨を行っており、富山管内では毎年実
施校が加わってはいるが、富山県内全体では、時間が取れ
ない等の理由で大幅な実施数の増加にはつながっていない
状況。
特別支援学校については、令和５年度より保護者同席での
年金セミナーの実施を個別でアプローチを行っているが、
学校側より難しいとの回答があり、実施には至っていない
状況。

年金セミナーを授業で行えない場合は、教頭先生を
窓口としてＰＴＡ活動で保護者が集まる機会を捉え、
アプローチすることもよいのではないか。

【対応中】
令和６年度より県内高等学校に対し、授業時間以外でのオ
ンラインによる年金セミナーの実施等、幅広く対応する旨
の勧奨を行っている。今後も引き続きアプローチを継続し
ていく。

外国からの技能実習生が多く集まる日本語教育支援
団体に対する年金セミナーを検討いただきたい。

【対応完了】

関係機関と連携した外国人対策として、名古屋入国管理局
と富山県外国人ワンストップ相談センター及び日本年金機
構が連携し、外国人と相談支援員を対象とした説明会と相
談会を１０月に開催。今後も毎年相談会を実施する予定で
あり、相談支援員を対象とした説明会は回数も増やす予定。



４．これまでの会議における意見及び課題への対応（2/2）
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令和8年2月
富山年金事務所

開催回 事業名 意見・課題事項 対応状況

第８回
年金委員活動

支援事業

市町村職員退職時における地域型年金委員の委嘱勧
奨を取組んでもらいたい。

【対応完了】
市町村職員退職時における地域型年金委員の委嘱勧奨につ
いては、個人情報保護の観点により共済組合からの情報提
供は困難である。地域型年金委員の委嘱において、職種に
特段の制限はないことから、幅広く委嘱勧奨を行っている。

第９回
年金セミナー

事業

富山県のエッセイ募集状況が低下したままである。
学校等への働きかけを工夫して進めてもらいたい。

【対応完了】
富山県高等学校校長会において、県内高等学校生徒からの
エッセイ応募について勧奨を行っている。また、富山県中
学校校長会においても同様に勧奨し、各中学校にもエッセ
イのアニメーション動画のチラシとともに直接アプローチ
を実施した結果、令和７年度は富山管内で中学校より２件
の応募があった。１１月のねんきん月間においても、ラジ
オパーソナリティーによるエッセイの朗読を実施し、事業
を周知。令和８年度以降においてもエッセイ募集に対し広
く周知していく。

第１３回

地域相談事業

出張相談におけるカスタマーハラスメント対策につ
いて、相談員が一人体制となり不安がある。留意事
項や連携について協議をお願いしたい。

【対応完了】
毎月の社労士会との定例会議で協議を行い、カスハラ対策
のポスター等配付。相談時に掲示いただくよう依頼した。

地域相談事業

２０歳になる際に送付される基礎年金番号通知書に、
学生納付特例などの情報へすぐにアクセスできる資
料（二次元コードの掲載等）は同封しているのか。
機構ホームページへ誘導されることが多いため、ピ
ンポイントですぐに情報にたどり着けるものはない
のか。

【対応完了】
現在、富山県内各事務所では、２０歳前に国民年金加入の
ご案内や電子申請に関するチラシを事前送付しており、当
該チラシの中にマイナポータルに直接アクセスできる二次
元コードを掲載することでＰＣやスマートフォンにより国
民年金の電子による申請等を勧奨している。



事業名 取組み内容 具体的な活動

地域連携事業
市町村、自治会、事業所、関係機関、関係団体と連携

した年金制度の周知・啓発活動の実施

① 市町村職員担当者向け研修会の実施
② 事業所事務担当者向け研修会の実施
③ ハローワークの離職者説明会での年金制度説明の実施
④ 富山県社会保険労務士会研修会での年金制度説明の実施
⑤ 富山県社会保険委員会連合会、富山県内４社会保険委員会との

連携による年金委員研修会等の実施
⑥ 市町村職員担当者向け広報誌「かけはし」の配布
⑦ 制度説明会、研修会についてはWeb会議ツールを最大限に利用

年金セミナー
事業

富山県内の大学や専門学校、高等学校等での年金 セ

ミナーの実施

従来の対面型の実施と併せ非対面型によるセミナー（動画視聴）
の案内等、各教育機関のニーズに合わせ実施する。
なお、エッセイ募集件数が増加するよう、年度の早い時期での開

催を目指す。また、年金セミナー開催時、エッセイアニメーション
動画を活用する。
① 各教育関係機関への年金セミナー実施、エッセイ募集の協力依頼
② 大学、短大、専門学校、高等学校、支援学校（団体）における

年金セミナーの実施
③ ＰＴＡや教職員等を対象とした年金セミナーのアプローチ

地域相談
事業

市町村、自治会、大学、事業所、ハローワーク、ジョ

ブカフェ、商業施設等における出張年金相談の実施

① 市町村連携による出張年金相談の実施
② 大学等構内における出張年金相談の実施

年金委員活動
支援事業

年金委員の活動に必要な情報提供を十分に行うととも

に、関係団体への働きかけを強化し、その委嘱拡大に

努める

① 全国年金委員研修会の実施（本部主催）
② 本部および各年金事務所からの年金委員への情報提供
③ 年金委員研修会の実施（Web会議ツールを最大限に利用）
④ 年金委員大会の実施
⑤ 年金委員の委嘱拡大
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〇各事業への取組方針
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